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【アジェンダ】 
 会社概要 
 開発の目的 
 電子帳簿保存法スキャナー保存制度とは？ 
 システム構成 
 業務フロー 
 技術的なトピックス 
  ・ワークフロー処理 
  ・タイムスタンプ処理 
  ・QRコードの活用 
  ・読取情報の保存 
 税務署への申請について 
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商号      豊鋼材工業株式会社（本社 福岡県） 
設立      昭和33(1958)年6月4日 
事業内容   鉄鋼及びその他金属の加工および販売 
資本金     ４億５,０００万円 
代表者     北沢 祥  
取扱量     ２８万トン （２０１７年度連結） 
従業員数   ２２４名  
営業拠点   山口(宇部)～沖縄 

 会社概要 
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鉄鋼およびその他金属の加工、販売 

鉄鋼およびその他金属の二次加工、販売 

 業務概要 
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 ・申請、承認に関わる業務の簡素化とスピードUP 

 ・自動仕訳連携による経理処理の容易化とミス防止 

     （科目設定、負担部門配賦等含む） 

 ・自動単価設定および集計計算の自動化による間違い、修正ロス削減 

 ・駅すぱあと組込みによる運賃確認の容易化とチェック簡素化 

 ・伺いと精算の情報連携による内部統制強化 

 ・ワークフロー化によるペーパーレス、領収書のスキャナ保存での 

   電子帳簿保存法への対応 

 ・各種実績情報のデータベース化による分析可能化 

 開発の目的 
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 電子帳簿保存法スキャナー保存制度とは？ 
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 電子帳簿保存法スキャナー保存制度とは？ 

紙（スキャナー保存） 

データ保存 
検索ｼｽﾃﾑ 
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 電子帳簿保存法スキャナー保存制度とは？ 

要件（真実性の 
確保 １／２） 
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 電子帳簿保存法スキャナー保存制度とは？ 

要件（真実性の確保 ２／２） 
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 電子帳簿保存法スキャナー保存制度とは？ 
要件（可視性の確保） 
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分類 項目 内容（用途、目的等） 備考 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

System i (IBM) 各種データベース登録、更新 

PC  
（各利用者用） 伺い申請、精算申請、確認・承認 

サーバー 

領収書、申請書等PDF保存、 
タイムスタンプ処理 
スキャン画像のPDF変換、 
所定フォルダー保存 

既存利用 

既存利用 

既存利用 

スキャナー 領収書スキャン 各拠点複合機 
既存利用 

プリンター 領収書台紙（QR含）出力 
申請書等出力（必要時） 

各拠点ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 
既存利用 

 システム構成 
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ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

Y-VIS 
（Delphi/400） 

既存に機能追加 
社内開発 
（各利用者PC） 

伺い申請、精算申請、 
確認・承認、履歴検索 
タイムスタンプ処理、一括検証 

ApeosFlowService 
       （XEROX) 

スキャン画像のPDF変換、
所定フォルダー保存 

AMANO E-timing  
EVIDENCE 3161 
 PDF Lib-W 

タイムスタンプ処理、 
および一括検証 

既存利用 
取込ルール追加 

新規契約 
Y-VISにてバッチ 
処理用に組込み 

分類 項目 内容（用途、目的等） 備考 

 システム構成 
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 業務フロー 
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 新規作成データベース 
追加済みデータベース 主な項目 概要

役職・旅費規程マスター 職掌、級、資格名、日当、宿泊料 役職ごとの出張旅費に関する日当などの支給基準

出張・交際費許可申請DB
申請者ｺｰﾄﾞ、訪問先、日程、目的、予算、
承認ルート、処理ID

出張旅費、交際費使用に関する内容の事前申請情報およ
び承認予定・履歴

出張概要メインDB
処理ID、申請者ｺｰﾄﾞ、訪問先、期間、費
用合計、仕訳No

1件の出張精算の全体概要

出張日程DB
処理ID、社員ｺｰﾄﾞ、出発地、到着地、移
動年月日

1件の出張に関する行き、帰り、滞在日程明細

出張交通費明細
処理ID、社員ｺｰﾄﾞ、交通機関、支払日、
料金、領収書No、乗車区間

1件の出張に関する使用交通機関と支払料金の明細

交際費DB
処理ID、社員ｺｰﾄﾞ、負担部門、接待相
手、参加人数、相手との関係、支払先、
目的、支払額

1件(支払先ごと)の交際費の使用状況

スキャン実績条件DB
読取日時、処理ID、解像度、用紙サイ
ズ、スキャナ名、IPアドレス、階調

スキャン画像に関する読取条件履歴

ワークフローメインDB
処理ID、社員ｺｰﾄﾞ、承認ルート、承認実績
日、検査実績日、事前申請ID、仕訳No

各種申請の承認ルートおよび実績日、進捗状況に関する
全体経過確認用

スマホ用ワークフローDB
処理ID、社員ｺｰﾄﾞ、連絡先社員ｺｰﾄﾞ、送
信社員ｺｰﾄﾞ、摘要、送付先PC、ｽﾃｰﾀｽ

スマホから通知のために中間ﾌｧｲﾙとして作成
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 ワークフロー処理 

申請 

査閲 

承認 

スキャン処理 

確認 

ワークフロー 
メインDB 
（AS400） 

レコード作成 

レコード更新 
（各処理日、 
 ペンディング者 
 ステータス等） 

（回覧ルートの社員コード含む） 

各種マスター 
(社員マスター) 
(システム機器) 

メール送付（Indy） 
メッセージ(テキストファイル) 

各担当者 

次者のPC名、名前 
ユーザーID、 
IPアドレス等取得 
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 ワークフロー処理 
査閲、承認等のルート指定 ここで指定 

（重複不可） 
   ↓ 
Iniファイル記憶 
 
特にルート自体の 
マスター化はしない 
(全組織でのルール 
 化困難) 
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 ワークフロー処理 
査閲、承認等の処理方法 

自分の処理待ち分のみ表示 

申請書確認 

領収書確認 

PDF 
→ WebBrowser表示 
 （選択行IDより） 

承認、査閲履歴 
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 ワークフロー処理 通知方法 （いかに速く処理してもらうか？） 

指定フォルダの状態監視 

テキストファイルを直接相手PCの指定フォルダに送信 

メール（サイボウズ） → 常に見ている訳ではない 

点滅表示の仕掛けを準備 

発信元 

受信側 

変化検知 
タイマー起動  
  →  Panel色を交互変化 

Panel割込み表示（常時使用アプリ） 
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 ワークフロー処理 通知方法 （いかに速く処理してもらうか？） 

クリックすると 
処理ページに移動 

メッセージを 
非表示化 

割り込み、点滅表示 
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 ワークフロー処理 通知方法 （いかに速く処理してもらうか？） 

スタート 

相手PCとの通
信可否Chk 

相手PCに 
WFnote.txt 
新規作成 

相手PCに 
WFnote.txt 
有り？ 

YES 

NO 

YES 

相手PCの 
WFnote.txt 
に情報追加 

NO 

常駐ｻｰﾊﾞｰの 
所定ﾌｫﾙﾀﾞｰに 

相手PC名+WFnote.txt 
新規作成 

常駐ｻｰﾊﾞｰの 
所定ﾌｫﾙﾀﾞｰに 

相手PC+WFnote.txt
有り？ 

NO 

YES 

常駐ｻｰﾊﾞｰの 
所定ﾌｫﾙﾀﾞｰの 

相手PC名+WFnote.txt 
に情報追加 

テキストファイルの送信について 

次回起動時 
確認 即時通知 

Ping機能使用
（ソース記載） 

NO 
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 タイムスタンプ処理 
処理されたPDFの例 

クリックすると 
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 タイムスタンプ処理 
今回の処理方法 

・使用製品 ： e-timing EVIDENCE 3161 PDF Lib-W 
         アマノセキュアジャパン 

タイムスタンプを取得してPDFに埋め込む機能と、その検証
機能をアプリケーションに組み込むための開発用DLL 
（スキャン画像情報取得機能、一括検証プログラム含む） 

・使用方法 ： 指定のフォルダーにインストール 
         （ｄｌｌ等のファイルが解凍される） 
 

     → コマンド実行 （基本） 
   （フルパス）+pdftimestamp  入力ファイル 出力ファイル (オプション) 
                                + ライセンスファイル   

コマンドプロンプト画面で 
動作確認 

(タイムスタンプ付PDF生成) 
(処理結果メッセージ表示) 
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 タイムスタンプ処理 
今回の処理方法２ 

処理の一部として機能を組込みたい 

・実装内容 ： 
  実行方法 →  コマンドの入出力ファイル名を選択行より取得 
           （コマンドはOS判定し切換え、オプションは固定） 
 

  結果取得 → 取得結果（TStringList）をTmemoに書き出し 
            文字列の内容(キーワード、’error’等)で結果判定 

・処理タイミング ： スキャン画像の妥当性確認後 
この処理をしないと
次者に回らない 

Mr.Xray 
+ｿｰｽ参照 
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 QRコードの活用 
領収書スキャン画像の連携 

スキャンした画像をいかに申請情報と紐付けるか？（確実に） 

申請のIDをQRコード化 

交際費 → 申請フォーム 
 

旅費 → 貼付用シート（領収書あれば自動出力） 

XEROXのApeosFlowサービスで生成ファイル名に反映 
                                                       (↑QRコードよりID取得) 



第24回  Migaro. Technical Seminar 

 QRコードの活用 
領収書貼付の例 

旅費 交際費 

これらのシートを 
複合機でスキャン 
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 QRコードの活用 
領収書スキャン画像の連携 

貼付用シート自動出力の判定（交通費） 
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 QRコードの活用 
XEROXのApeosFlowサービスについて 

スキャン画像を複合機のデータ保存領域から抽出（30Secピッチ,ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ）し、
ルール化した様々な処理(フロー)を実行できる 

    ① QRコード内容読取し変数として格納 
            (ハイフン等で分割されていれば複数属性として取得可能) 
→ ② 自動正立 
→ ③  PDF変換 
→ ④  ファイル名設定 (QRコード取得変数=>申請ID反映) 
→ ⑤  サーバーの指定フォルダーに保存 
→ ⑥  読取条件等テキストファイル出力 

＜今回の処理＞ 

電帳法要件の履歴としてDB化 
（フォルダー監視） 

文書の分割機能あり 
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 QRコードの活用 
XEROXのApeosFlowサービスのルール設定例 

対象の全複合機 
のBOX指定 

加工内容 

保存先 



第24回  Migaro. Technical Seminar 

 QRコードの活用 
QRコード付き貼付シート出力方法 

出力方法 

EXCEL 2010 
(既存) 

Qrimg 
アドインツール 

対象 

長所 

短所 

帳票作成（メンテ）簡単 
（セルに関数指定のみ） 

PC毎にアドインファイル   
  ＋設定必要 
扁平のケース有り(バグ) 
EXCEL 2019では使用不可 

Google Chart API 

EXCEL 2019 
(更新PC) 

帳票作成（メンテ）簡単 
（起動時マクロ記述） 
個別設定不要 

Rave Report 

ー 

扁平のケース有り(バグ) 

QRコード形状安定 

別途帳票デザイン必要 
今後の不安？ 

安定して使用したい 

１０％くらい横広 → × 

自動で 
使い分け 

今どき？ 
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 読取情報の保存 
スキャン条件をどのように残すか？ 

“読み取った際の解像度、階調および書類の大きさを保存すること” 

定められたスキャン条件をクリア スキャン条件の記録を残す 

課題 
一定条件で処理 
（バラついては駄目） 

漏れなく正確に 

対応策 

複数の設定操作を 
1ボタンにまとめる 
（メモリー機能） 

自動取得→自動保存 
＋ 

目視確認→1ボタン 

確認により
次へ 
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 読取情報の保存 
スキャン条件をどのように残すか？ 

ApeosFlowのテキスト 
(CSV)出力機能を利用 

（自動取得→自動保存） 

→ AS400のDBへ 取込み 

解像度、書類の大きさ  について 
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 読取情報の保存 
スキャン条件をどのように残すか？ 

階調（各色２５６階調以上）OK？ 
（=２４ビットカラー=フルカラー） 

（目視確認→1ボタン） 

ApeosFlowのCSV項目に無い！！ 

カラーでスキャン出来ていれば 
フルカラーと判断（中間はない）               
         ↓ 
   目視判定→OKボタン 

カラーサンプル
確認 ４ポイント文字サンプル 

↓ 
解像度、 

ディスプレイ性能 

確認の上チェック 
→ 履歴保存 

台紙にサンプル印刷 
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 税務署への申請について 
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 税務署への申請について 

・スキャナ保存の承認申請書（定型フォーム） 
 

  （添付資料） 
・要件対応一覧表（必要要件⇔添付資料該当部分、解説） 
・旅費・交際費精算システム設計仕様書 
・旅費・交際費精算システム操作手順書（マニュアル） 
・業務フロー図  
・タイムスタンプサービス契約手続き書類  
・旅費・交際費精算にかかる事務処理規程 
・スキャナによる電子化文書保存規定 
・業務チェックシート  
・スキャナ保存の事務処理にかかる検査報告書（兼対策書） 
・職責簿 

提出書類 

雛型サンプル等を
参考に自社運用を 

反映させる 
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 参考文献 
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【まとめ】 

Delphi/400によるアプリケーションとXEROX複合機スキャナー機能を核とする 
電子帳簿保存法スキャナー保存制度に対応したシステムを構築した。 
 
事前伺いと精算に関する情報をデータベースに格納すると共に、申請内容の 
信憑・妥当性を確認すべき帳票をIDを含むファイル名のPDFデータ化することで 
簡単に参照可能となる。 
 
法的要件に準じたルールで運用をおこなう為にApeosFlowサービス活用、 
QRコードによる連携、タイムスタンプ機能組込み等を行った。 
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ご清聴ありがとうございました。 


